
                            

 
 

平
成
二
十
年
度
地
域
福
祉
計
画 

 

推
進
協
議
会
推
進
に
当
た
っ
て 

「
人
と
人
」・「
地
域
と
地
域
」
の 

「
縁
」
を
大
切
に
し
た
推
進
を 

委
員
長  

岡 

本 

博 

幸 

 

「
縁
」
と
は
「
つ
な
が
り
」
を
意 

味
し
ま
す
。
糸
は
絡
み
合
い
、
ね
じ 

り
合
わ
さ
れ
て
様
々
な
糸
が
で
き 

あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。
時
に
は
結
び 

目
が
で
き
た
り
、
絡
ま
せ
る
糸
を
増 

や
し
た
り
し
、
太
く
丈
夫
に
し
、
長 

く
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、 

「
人
と
人
」
と
の
繋
が
り
と
よ
く
似 

て
い
ま
す
。「
縁
」
の
付
く
言
葉
で 

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、「
縁
側
・
縁 

台
・
縁
日
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
お
茶
が
入
り
ま
し
た
よ
。
何
も 

無
い
け
ど
お
茶
飲
み
に
来
ま
せ
ん 

か
。」
と
、
声
が
か
か
る
と
三
、
四

人
と
集
ま
っ
て
は
、
縁
側
や
縁
台
に

座
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
そ
こ
で

は
と
り
と
め
も
な
い
話
で
声
が
弾

み
、
笑
い
声
が
響
き
あ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
光
景
は
、
つ
い
こ
の
間

の
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

場
は
、
情
報
の
交
換
、
発
信
、
仲
間

の
支
援
、
協
力
、
助
け
合
い
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の 

場
で
あ
る
「
縁
台
・
縁
側
」
が
無
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
は
、
個
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
、
防
犯
等
の
た
め
近

代
的
な
家
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。
尋

ね
る
と
き
に
は
、
「
ピ
ン
ポ
ン
」
と
呼

び
鈴
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鳴
ら
す
と
「
機
械
と
機
械
」
の
対
話
で

始
ま
り
、「
声
と
声
」「
顔
と
顔
」
の
対

話
が
無
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
「
縁
」
を
作
ろ
う
と
し
て
も
作
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
「
縁
台
や
縁
側
」
は
地
域
社
会
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。 

 

「
縁
日
」
も
そ
う
で
す
。「
縁
日
」

は
、
地
域
の
神
社
寺
院
で
特
別
の
縁
が

あ
る
日
と
し
て
、
こ
の
日
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
参
詣
に
当
た
っ
て
は
、「
家

族
の
健
康
安
全
・
病
気
回
復
・
豊
作
の

御
礼
・
様
々
な
縁
の
つ
な
が
り
」
に
つ

い
て
お
願
い
し
、
大
き
な
功
徳
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
願
っ
た
も
の
で
し
た
。
境

内
に
は
た
く
さ
ん
お
店
や
さ
ん
が
で

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽

し
み
の
一
つ
で
し
た
。
家
族
に
と
っ
て

は
、
触
れ
合
い
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。
こ
れ
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
で
あ
り
、
縁
を
結
び
合
う
場
所
で

し
た
。 

 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
は
、
こ

の
た
く
さ
ん
の
「
縁
」
が
で
き
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
各
委
員
が
平
成
十
八
年
発
行
さ
れ

た
「
緑
区
地
域
福
祉
計
画
」
の
原
点
を

振
り
返
り
、
具
現
化
の
見
直
し
、
基
礎

デ
ー
タ
の
収
集
、
実
態
を
把
握
し
、
問

題
課
題
の
再
確
認
を
し
、
そ
の
上
に
た

っ
て
各
地
域
が
特
色
あ
る
活
動
を
推

進
で
き
る
よ
う
支
援
、
協
力
を
図
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

緑区地域福祉計画推進協議会だより 
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あいさつ中の岡本委員長 



 
 

福
祉
情
報
プ
ラ
ザ 

 
「
緑
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」 

 

恒
例
の
「
緑
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
、
十
一
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
か

ら
「
昭
和
の
森
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
雨
天
中
止
） 

当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
催
し
物

を
は
じ
め
、
ス
ポ
・
レ
ク
コ
ー
ナ
ー
、

行
政
コ
ー
ナ
ー
、
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
、

出
店
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
都
合
に
よ
り
日
時
・
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

「
第
十
四
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
開
催
！ 

あ
す
み
が
丘
に
集
お
う
！
「
や
さ
し

さ
、
ふ
れ
あ
い
、
思
い
や
り
」
を
開
催

テ
ー
マ
に
、『
第
十
四
回
ふ
れ
あ
い
福

祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 地

域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
、
住
民
や
障

害
者
が
た
の
し
み
な
が
ら
地
域
福
祉

や
環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
太

鼓
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
吹
奏
楽
、
コ
ー

ラ
ス
、
踊
り
と
主
演
者
は
多
彩
で
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

場
所 
あ
す
み
が
丘
バ
ー
ズ
モ
ー

ル
（
土
気
駅
南
口
す
ぐ
） 

日
時 

十
月
十
八
日
（
土
）
、
十
九

（
日
）
十
一
時
～
十
六
時 

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で 

 

 
 
 
 
 
 

二
九
四
―
九
五
一
一 

 
 
 
 

 

 

ね
ぎ
の
香
り
が
疲
労
回
復
に
効
く 

 

ね
ぎ
独
特
の
に
お
い
の
元
、
硫
化

ア
リ
ル
は
体
内
に
と
ど
ま
っ
て
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
高
め
、
糖
質

の
代
謝
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
働
き

と
、
疲
労
回
復
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
神
経
を
鎮
め
る
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

に
ん
に
く
、
た
ま
ね
ぎ
、
わ
け
ぎ
、

万
能
ね
ぎ
、
に
ら
、
ら
っ
き
ょ
う
等

も
ね
ぎ
の
仲
間
で
、
何
れ
も
硫
化
ア

リ
ル
を
含
ん
で
い
ま
す
。
で
も
硫
化

ア
リ
ル
は
水
に
溶
け
出
し
や
す
い

の
で
、
水
に
さ
ら
す
時
は
短
め
に
。 

 
 

さ
ら
に
硫
化
ア
リ
ル
の
効
果
を

期
待
す
る
な
ら
、
火
を
通
す
よ
り
も

生
で
食
べ
る
方
が
効
果
的
な
の
で
、

例
え
ば
炒
め
物
に
は
ネ
ギ
の
小
口

切
り
を
た
く
さ
ん
の
せ
た
り
、
薬
味

と
し
て
た
っ
ぷ
り
添
え
る
等
、
有
効

に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 

「
千
葉
市
民
体
育
祭
」 

誉
田
地
区 

誉
田
小
学
校 

 

十
月
五
日
（
日
） 

 

※
雨
天
の
場
合 

 
 
 
 

十
月
十
二
日
（
日
） 

 

平
山
地
区 

平
山
小
学
校 

 十
月
二
十
六
日
（
日
） 

 

※
雨
天
の
場
合 

 
 
 
 
 
 

十
一
月
三
日
（
祝
） 

 

椎
名
地
区 

椎
名
小
学
校 

十
月
十
二
日
（
日
） 

 

※
雨
天
の
場
合 

 
 
 
 
 
 

十
月
十
三
日
（
祝
） 

 

土
気
地
区 

越
智
中
学
校 

 

十
月
五
日
（
日
） 

 

※
雨
天
の
場
合 

 
 
 
 
 
 

十
月
十
三
日
（
祝
） 

 

泉
谷
地
区 

泉
谷
小
学
校 

 

九
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

※
雨
天
の
場
合 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
五
日
（
日
） 

 

ふれあいフェスティバルの様子 



各
地
区 

伝
言
板 

 
 
 

 

～ 
誉
田 

～ 
 

知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
納
涼
祭
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

社
会
福
祉
協
議
会
誉
田
地
区
部
会

障
害
者
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
、
同
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
、
民
生
委
員
、
町

内
自
治
会
や
学
生
、
ま
た
地
域
住
民
も

含
め
総
勢
二
十
八
名
が
八
月
二
日
に

開
か
れ
た
施
設
の
納
涼
祭
に
参
加
し

て
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

施
設
利
用
の
子
ど
も
達
と
盆
踊
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
即
席
の
母
親
代
り
と

し
て
世
話
を
し
た
り
、
ま
た
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
の
手
伝
い
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
手

伝
い
、
無
料
の
西
瓜
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
配
る
人
、
み
な
さ
ん
汗
だ
く
で
支

援
し
ま
し
た
。 

初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

施
設
の
子
ど
も
達
に
接
し
て
涙
を
流

す
人
、
言
葉
が
通
じ
ず
職
員
に
通
訳
を

お
願
い
す
る
人
も
、
と
に
か
く
頑
張
り

ま
し
た
。
午
後
五
時
三
〇
分
か
ら
八
時

三
〇
分
ま
で
！
最
後
の
打
上
げ
花
火

に
は
施
設
の
子
ど
も
達
と
楽
し
く
見

学
し
ま
し
た
。 

保
護
者
、
職
員
を
含
め
約
四
三
〇
名

の
出
席
の
納
涼
祭
で
し
た
。
次
は
八
月

九
日
に
別
の
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
ま
し
た
。
誉
田
地
区
で
は
七

月
の
七
夕
さ
ま
、
十
月
の
お
祭
り
、
運

動
会
等
も
出
来
る
限
り
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
ど
も
達
に
も
協
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 

～ 

椎
名 

～ 

今
年
も
元
気
に
み
ん
な
と
会
え
ま
し
た 

椎
名
地
区
敬
老
会
開
催
（
九
月
十
五
日
） 

今
年
の
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は

昨
年
よ
り
二
十
九
名
増
え
て
五
七
二

名
で
し
た
。 

地
区
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
先
輩

方
へ
の
お
礼
の
た
め
に
敬
老
会
が
椎

名
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
も
昨

年
よ
り
十
三
名
増
え
、
一
八
五
名
で
、

長
寿
番
付
表
に
記
載
し
て
、
お
元
気
の

「
た
よ
り
」
と
し
て
配
り
ま
し
た
。 

最
高
齢
者
は
一
〇
一
歳
の
女
性
（
古

市
場
町
）
の
方
で
し
た
。 

 

～ 

土
気 

～ 

土
気
地
区
の
催
し
物 

◎
ふ
れ
あ
い
食
事
会 

 

二
会
場 

月
一
回 

 

◎
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

 
 

十
一
会
場 

月
一
回 

◎
ゆ
う
ゆ
う
散
歩
ク
ラ
ブ 

 
 

三
会
場 

月
一
回 

◎
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン 

 
 
 

一
会
場 

月
二
回 

◎
十
一
月
六
日
（
木
） 

 
 

健
康
講
演
会
「
目
の
話
」（
地

域
住
民
対
象
） 

◎
十
一
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
 

昭
和
の
森
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
） 

◎
来
年
二
月 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会 

 

～ 
お
ゆ
み
野 

～ 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
今

年
も
年
八
回
実
施
し
ま
す
。 

二
月
に
は
、
ラ
ン
チ
の
つ
ど
い
も
計

画
し
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
第

一
回
は
、
五
月
八
日
、
あ
ん
し
ん
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、

「
健
や
か
な
老
い
を
目
指
し
て
」
の
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

第
二
回
は
、
六
月
十
二
日
、
末
広
奇

術
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
を

楽
し
み
、
引
き
続
き
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室

を
開
き
手
軽
に
出
来
る
マ
ジ
ッ
ク
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
に
帰
り
、

お
孫
さ
ん
に
見
せ
よ
う
と
、
に
こ
や
か

な
笑
顔
で
お
帰
り
に
な
っ
た
方
が
多

く
い
ま
し
た
。 

第
三
回
は
、
七
月
十
日
、
地
元
の
方

を
お
招
き
し
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
年
三
回
以
上
を 

目
指
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

子
育
て
サ
ロ
ン
の
第
一
回
は
、
五
月

二
十
七
日
、
お
ゆ
み
野
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。「
親
子
で
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
？
」
の
呼
び
か
け
に
二
十
三
名
の

方
が
参
加
。
日
頃
の
悩
み
を
話
し
合
っ

た
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
マ
マ
た

ち
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
帰
り
ま
し

た
。
地
区
部
会
で
体
重
計
を
購
入
し
、

毎
回
体
重
計
測
が
出
来
ま
す
。
ど
う
ぞ

納涼祭の様子 



ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
〇
年
三
月
に
千
葉
市
よ
り
発

行
さ
れ
た
「
平
成
十
九
年
度
千
葉
市
地

域
福
祉
活
動
事
例
集
」
に
掲
載
さ
れ
た

緑
区
内
の
二
団
体
の
活
動
内
容
を
報
告

し
ま
す
。 

 

 

大
椎
台
助
け
合
い
の
会 

土
気
駅
か
ら
西
に
約
一
㎞
に
あ
る

大
椎
台
団
地
は
世
帯
数
約
八
五
〇
戸

の
戸
建
団
地
で
す
。 

昭
和
四
十
八
年
の
入
居
開
始
か
ら

二
十
五
年
を
過
ぎ
て
少
子
高
齢
化
が

顕
著
と
な
っ
た
平
成
十
年
に
住
民
有

志
の
方
々
が
「
大
椎
台
助
け
合
い
の

会
」
を
設
立
し
、
活
動
を
開
始
し
て
、

現
在
の
登
録
会
員
は
大
椎
台
自
治
会

員
の
み
で
百
名
を
超
え
て
い
ま
す
。 

き
っ
か
け
は
、
高
齢
化
の
進
む
中
で
、

介
護
保
険
制
度
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
解
決
す
る
事
が
困
難
な
日

常
生
活
上
の
課
題
を
、
住
民
同
士
が
お

互
い
の
力
を
出
し
合
っ
て
助
け
合
う

こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
考
え
て
始
ま

り
ま
し
た
。 

会
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、 

①
電
話
コ
ー
ル
（
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
対
象
に
安
否
確
認
や
話

し
相
手
） 

②
庭
木
の
剪
定
や
草
刈 

③
家
事
手
伝
い
（
ゴ
ミ
出
し
他
） 

④
送
迎
・
付
添
い
（
車
に
よ
る
通 

院
・
買
物
等
） 

今
後
更
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
会
員 

を
ふ
や
し
、「
助
け
ら
れ
た
り
、
助
け

た
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
の
輪
を
広

げ
て
行
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

連
絡
先 

大
椎
台
自
治
会
館
内 

 

電
話 

二
九
四
―
八
一
六
八 

 

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
み
ど
り 

「
み
ん
な
で
街
を
住
み
や
す
く
！ 

支
え
合
い
の
街
づ
く
り
」 

 

平
成
十
四
年
七
月
に
緑
区
あ
す
み 

が
丘
に
設
立
し
、
医
療
・
福
祉
を
中
心 

と
し
た
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ 

く
り
」
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
五 

〇
名
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力 

し
て
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
み
ど
り
の
活 

動
を
支
え
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
平
成
十
八
年
か
ら
始

め
た
「
福
祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
で
、
現
在
四
十
四
名
（
八
月
末
）

の
利
用
会
員
が
登
録
し
て
い
る
。
土
気

周
辺
に
居
住
す
る
障
害
者
や
高
齢
者

（
要
介
護
、
要
支
援
等
）
の
移
動
困
難

な
方
を
対
象
に
、
地
元
の
医
院
や
大
学

病
院
な
ど
に
送
迎
す
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
、
買
物
等
幅
広
く
障
害
者
や
高

齢
者
の
足
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
「
移
送

サ
ー
ビ
ス
利
用
会
員
」
の
登
録
（
入
会

金
千
円
）
が
必
要
、
二
日
前
ま
で
の
事

前
予
約
と
な
り
ま
す
が
、
一
コ
イ
ン

（
五
百
円
）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
み
ど
り
が

主
催
す
る
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
街
の
交
流
お
食
事
会
」
や
「
家
事
救

急
隊
」。
地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
「
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
救
急

隊
」。
そ
の
他
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

連
絡
先 

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
み
ど
り 

 
 

電
話 

二
九
四
―
九
五
一
一 

 

 

◆
◇
◆
編
集
後
記
◆
◇
◆ 

 
 

「
み
ど
り
の
き
ず
な
」
の
発
行
も
三

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
広
報
部
会
も
緑

区
民
の
皆
様
に
地
域
の
様
々
な
情
報



を
伝
え
る
た
め
、
編
集
会
議
で
話
し
合

い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
情
報
源
は

限
ら
れ
、
皆
様
も
ご
存
知
の
情
報
に
偏

り
が
ち
と
な
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
た
い
ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
持
ち
の
方
の
投
稿
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
発
行
は
、
一
月
と
三

月
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
Ｎ
） 


